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今
春
、
町
内
５
つ
の
小

学
校
が
統
合
し
、
新
た
に

開
校
し
た
国
見
小
学
校
で

10
月
13
日
、
開
校
後
は
じ

め
て
の
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
統
合
し

た
５
つ
の
小
学
校
の
校
旗

を
披
露
し
た
後
、
国
見
小

学
校
の
校
旗
を
掲
げ
て
入

場
し
、
新
た
な
歴
史
の
１

ペ
ー
ジ
を
刻
み
ま
し
た
。

▲ 6年生「さがし物はなんですか」

▲ 2年生「100 メートル走」

▲ 3年生「ゴーストバスターズ」

▲ 4年生「なかよくゴール」
▲開会式で誓いのことばを述べる 6年生の実沢優里さん（左）と佐藤淳哉さん（右）

国
見
小
学
校

国
見
小
学
校

▲開会式で国見小
学校の校旗を掲げ

て入

場する全校児童

▲ 1年生「50メートル走」

▲ 5年生「一難去ってまた一難」

▲ 3・4年生「綱
引き」

▲ 5・6年生「奥州あつかし合戦」

▲ 1・2・3年「下
学年紅白対抗リレ

ー」
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▲ 2年生「町たんけんだゴー！」

▲ 6年生「鼓笛演
奏」

▲
の

▲ 1・2年生「チ
ェッコリ玉入れ」

開会式で統合した 5 つの小学校の開会式で統合した 5 つの小学校の
校旗を披露する児童達校旗を披露する児童達
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森江野幼稚園森江野幼稚園藤田幼稚園藤田幼稚園 森江野季節保育所森江野季節保育所
藤田保育所藤田保育所 森江野幼稚園

①親子競技「おにぎり集めてパ
ワーアップ！」　② 5歳児「忍
者リレー」　③5歳児ダンス「忍
者ＳＡＳＵＫＥ」　④ 4歳児ダ
ンス「勇気 100％」　⑤ 5歳児
障害物競走「倒せ！闇忍者！」

藤田幼稚園
⑥ 4 歳児赤白玉入れ　⑦ 5 歳
児対抗リレー　⑧ 5 歳児ダン
ス「ウィーゴー！」　⑨ 4歳児
ダンス「みてみて！こっちっち」
⑩ 5歳児綱引き

森江野季節保育所
⑪花笠踊り　⑫ 30 ｍ走　⑬玉
入れ競走　⑭リレー競走　⑮親
子競技「力をあわせて」

　藤田保育所では 10月６日、運動会が行われ、小　藤田保育所では 10月６日、運動会が行われ、小
さな子ども達も元気に参加して、おともだちと一さな子ども達も元気に参加して、おともだちと一
緒に「かけっこ」や「お遊戯」などを楽しみました。緒に「かけっこ」や「お遊戯」などを楽しみました。

藤田保育所
①3～5歳児かけっこ　②0～1歳児お遊戯「わー
お！」　③親子競技「はじめてのおつかい」　④ 4・
5歳児リレー　⑤ 3歳児障害物競走「はらぺこあ
おむし」　⑥ 3歳児お遊戯「ウキウキパレード」
⑦ 4・5歳児お遊戯「よっちゃれ」
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　来春「くにみ幼稚園」へ統合となる幼稚園・季節保育所では、　来春「くにみ幼稚園」へ統合となる幼稚園・季節保育所では、
最後の運動会が行われ、たくさんの思い出を作りました。最後の運動会が行われ、たくさんの思い出を作りました。
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平成 24 年度

上半期
財政状況

　

地
方
自
治
法
と
町
条
例
の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
上

半
期
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

一
般
会
計
で
は
、
予
算
総
額

６
、４
０
４
百
万
円
に
対
し
収

入
済
額
が
３
、２
６
６
百
万
円

（
51
・
０
％
）、
支
出
済
額
が
２
、

０
８
７
百
万
円
（
32
・
６
％
）

の
執
行
状
況
で
す
。
各
特
別
会

計
及
び
起
債
残
額
に
つ
い
て
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

各
会
計
と
も
適
正
な
収
支
状

況
で
あ
り
、
各
事
業
に
お
い
て

概
ね
計
画
通
り
執
行
し
て
い
ま

す
。

区　分 予算現額 収入済額 収入率（％）
町               税 804,100 350,551 43.6
地 方 譲 与 税   55,000 18,434 33.5
各 種 交 付 金 78,590 52,709 67.0
地方特例交付金 2,500 3,438 137.5
地 方 交 付 税 1,850,000 1,601,232 86.6
分担金及び負担金 28,675 12,248 42.7
使用料及び手数料 87,504 42,183 48.2
国 庫 支 出 金 501,535 85,204 17.0
県 支 出 金 1,702,331 339,227 19.9
繰 　 入 　 金 100,719 146 0.1
繰 　 越 　 金 735,639 735,639 100.0
諸 収 入 ほ か 52,330 25,067 47.9
町　　    　 債 405,618 0 0.0
合　    　　 計 6,404,541 3,266,078 51.0

一
般
会
計
の
執
行
率
は
32
・
６
％

一般会計
【歳入】　　　　　　　　　　　　　（千円）

区　分 予算現額 支出済額 執行率（％）
議　 会　 費 82,084 44,031 53.6
総　 務　 費 781,512 207,141 26.5
民　 生　 費 1,067,632 421,122 39.4
衛　 生　 費 1,005,735 340,897 33.9
農 林水産業費 948,059 345,306 36.4
商　 工　 費 52,035 22,084 42.4
土　 木　 費 294,246 107,314 36.5
消　 防　 費 943,901 167,595 17.8
教　 育　 費 760,699 280,953 36.9
災 害 復 旧 費 59,488 18,573 31.2
公　 債　 費 404,149 132,341 32.7
諸 支 出 金 1 0 0.0
予　 備　 費 5,000 0 0.0
合    　　　 計 6,404,541 2,087,357 32.6

【歳出】　　　　　　　　　　　　　（千円）

特別会計名 予算現額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％）
山 長 育 英 財 産  645 202 31.3 35 5.4
給 食 セ ン タ ー 91,784 36,001 39.2 35,268 38.4
大 木 戸 財 産 区 157 165 105.1 84 53.5
入 山 財 産 区 186 196 105.4 109 58.6
公 共 下 水 道 事 業 460,154 276,167 60.0 248,440 54.0
後 期 高 齢 者 医 療 105,214 33,408 31.8 24,007 22.8
国 民 健 康 保 険 1,332,907 586,919 44.0 510,416 38.3
介 護
保 険

保険事業勘定 932,516 467,343 50.1 364,390 39.1
サービス事業勘定 2,087 1,052 50.4 156 7.5

土 地 開 発 事 業 118,000 13,204 11.2 0 0.0
渇 水 対 策 施 設 7,600 3,523 46.4 3,789 49.9

　　       　（千円）
特別会計

（千円）町債残高

（千円）
石母田財産区・北山組合一般会計
会　計　名 予算現額 収入済額 収入率（％）支出済額 執行率（％）

石母田財産区一般会計 460 241 52.4 133 28.9
北山組合一般会計 587 862 146.9 267 45.6

（千円）水道事業会計

区分
収　入 支　出

予算現額 収入済額 予算現額 支出済額

収益的
収 支 233,167 120,989 212,591 68,816

資本的
収 支 54,987 297 75,019 3,746

区　分 9月末残高
一 般 会 計 5,000,306
水 道 事 業 285,113
公 共 下 水 道 事 業 1,783,349
合 計 7,068,768

◆問い合わせ　総務課財政係　☎ 585-2114

中尊寺本堂前にて ( 中央が菅野執事長と須田副町長 )

　

町
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
知

識
を
深
め
る
た
め
３
回
に
わ
た
り

研
修
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

第
１
回
８
月
29
日
は
、
遺
跡

案
内
研
修
と
し
て
縄
文
時
代
の

竪
穴
式
住
居
で
あ
る
「
岩
淵
遺

跡
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

第
２
回
９
月
12
日
は
、
中
世
伊

達
家
家
臣
の
石
母
田
氏
の
城
跡

で
あ
る
「
石
母
田
城
跡
」
に
つ

い
て
堀
跡
の
形
状
や
近
隣
町
の

城
と
の
関
わ
り
な
ど
を
現
地
を

歩
き
学
習
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
９
月
26
日
は
、
奥
州

藤
原
氏
関
連
遺
跡
の
研
修
と
し

て
岩
手
県
平
泉
町
を
視
察
し
ま

し
た
。
こ
の
研
修
講
座
に
は
、

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
か
町

文
化
財
に
関
わ
る
29
名
が
参
加

し
、
昨
年
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
中
尊
寺
な
ど
「
平
泉
の
文

化
遺
産
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

国
見
町
で
は
、
奥
州
藤
原
氏

と
ゆ
か
り
の
あ
る
町
と
し
て
平

成
21
年
に
中
尊
寺
よ
り
「
中
尊

寺
ハ
ス
」
を
譲
り
受
け
ま
し
た
。

今
回
中
尊
寺
を
訪
れ
、
同
行
し

た
須
田
副
町
長
か
ら
菅
野
澄
順

執
事
長
に
ハ
ス
の
御
礼
を
申
し

学
ん
で
・
巡
っ
て
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
！

学
ん
で

巡
っ
て

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

町
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
講
座

町
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
講
座

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
泉
文

化
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
菅
原

正
義
平
泉
町
長
か
ら
歓
迎
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
世
界
遺
産
登

録
ま
で
の
説
明
を
伺
い
ま
し
た
。

　

毛
越
寺
、
柳
之
御
所
遺
跡
で

は
現
地
の
案
内
ガ
イ
ド
よ
り
説

明
を
受
け
な
が
ら
視
察
し
、
参

加
者
に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

国史跡「阿津賀志山防塁」
第 12次調査現地説明会　

　現在発掘調査を行っている阿津賀志山防塁
の現地説明会を開催いたします。
■時間　午後 1時 30 分～ ( 小雨決行 )
■場所　阿津賀志山防塁鉄道高速間地区
　　　　( 石母田国見山中地内 )
　※駐車場は、現地から約 1km西の石母田財産区
　      事務所（石母田集会所）です。
◆問い合せ　生涯学習課　☎ 585-2676

文化財講演会＆文化財公開
【講演会】『国史跡「阿津賀志山防塁」にせまる』
■時間　午後 1時～ 3時 30 分
■会場　観月台文化センター大研修室
■講師　入間田宣夫氏 (東北芸術工科大学教授 )
　※今年度の調査成果報告も合わせて行います。
【文化財公開】【文化財公開】国登録文化財「奥山家住宅」
■時間　午前 10 時～午後 4時 30 分
■公開　洋館および主屋の一部を公開いたします。
◆問い合せ　生涯学習課　☎ 585-2676

文文
講【講【講【講【講【講【講【講演演演演演会演会】【講【講【講【講【講【講【講【講演演演演演演会】『

12 月
8日

12 月
8日

　  （土
）

　  （土
） 国国

第第
11 月 1

7 日
11 月 1

7 日

　  （土
）

　  （土
）

〜
町
体
育
協
会
事
業
〜

　

町
体
育
協
会
主
催
、
町
・
教

育
委
員
会
後
援
に
よ
る
「
こ
こ

ろ
を
紡
ぐ″
ひ
ま
わ
り
〞
の
つ

ど
い
」
が
10
月
21
日
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
に
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
昨
年

に
引
き
続
き
町
体
育
協
会
が
企
画

し
た
も
の
で
、
約
１
５
０
名
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
『
体
協
加
盟
団

体
に
よ
る
活
動
披
露
・
体
験

コ
ー
ナ
ー
』
で
は
、
ヨ
ー
ガ

部
、
自じ

き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術
部
、
健
康
体
操
部
、

３
Ｂ
体
操
部
の
皆
さ
ん
が
、
日

頃
活
動
し
て
い
る
内
容
を
皆
さ

ん
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
福
島
学
院
大
学

生
に
よ
る
『
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
の
公
演
』
が
行
わ

れ
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ク
ラ
ブ
〝
Ａ

ｒ
ｓ
〞（
ア
ル
ス
）
の
皆
さ
ん
と
、

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
が
息
の
あ
っ
た
演
技
を
披

露
し
、
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
〝
ひ
ま
わ
り
〞
の

よ
う
な
笑
顔
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

福島学院大 YOSAKOI クラブの演技

ヨーガ部の活動披露
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税
に
関
す
る

税
に
関
す
る

　　

作
品
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　

税
の
仕
組
み
や
目
的
を
考
え
る
週
間
に
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た

『
国
見
町
小
中
学
生
「
税
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」』
に
は
、
書

の
部
２
５
７
点
、
標
語
の
部
２
６
９
点
、
合
計
５
２
６
点
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
小
中
学
校
か
ら
応
募
さ
れ
た
作
品
の
審
査
が
10
月
26
日
、
福
島

税
務
署
長
、
県
北
地
方
振
興
局
長
、
町
長
、
教
育
長
ら
に
よ
り
行
わ

れ
、
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
入
選
し
た
作
品
は
、
町
文
化
祭

へ
の
展
示
を
は
じ
め
、
町
申
告
会
場
（
２
月
中
旬
〜
３
月
中
旬
）
に

展
示
し
ま
す
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【標語の部】（敬称略）
◇福島税務署長賞
　　おさめよう　みんなのために　自分のために
　　　　　　　　　　　 佐藤彩未（国見小５年）
◇県北地方振興局長賞
　　納税は　国見を創る　原動力
　　　　　　　　　　　 冨山慎太朗（県北中２年）

【書の部】（敬称略）
◇福島税務署長賞　　　齊藤萌可（県北中１年）　
◇県北地方振興局長賞　渡辺拓陽（国見小 6年）
◇国見町長賞　　　　　志村　翔（国見小５年）
　　　　　　　　　　　遠藤萌々子（国見小６年）
　　　　　　　　　　　安藤祥都（県北中１年）
◇国見町教育長賞　　　村上博俊（国見小６年）
　　　　　　　　　　　渡邉ゆき（国見小６年）
　　　　　　　　　　　船生佳澄（県北中１年）

①
受
付
部
門
…「
建
設
工
事
」「
測
量
・

調
査
・
設
計
」「
物
品
購
入
（
修
繕
）」

以
上
３
部
門

②
受
付
期
間
…
平
成
24
年
12
月
３
日

（
月
）か
ら
平
成
24
年
12
月
27
日（
木
）

ま
で
（
土
日
・
祝
日
除
く
）

③
受
付
時
間
…
午
前
９
時
か
ら
正

午
、
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

④
受
付
場
所
…
総
務
課
財
政
係
（
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
内
仮
庁
舎
）

⑤
提
出
書
類
…
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
財
政
係
☎
５
８
５
―
２
１
１
４

平
成
25
・
26
年
度
国
見
町

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
本
受
付

　

こ
の
申
請
手
続
き
は
、
国
見

町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
に

関
す
る
契
約
に
係
る
入
札
へ
の

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
資
格
の
有
無

を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

　

資
格
審
査
の
結
果
、
入
札
参

加
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、
有
資
格
者

名
簿
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

有
資
格
者
名
簿
に
登
載
を
希

望
さ
れ
る
業
者
は
、
必
ず
受
付
期

間
内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

晩
秋
の
福
島
路
を
タ
ス
キ
で
つ
な
ぐ
第
24
回
ふ
く
し

ま
駅
伝
が
11
月
18
日
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
見
町
チ
ー
ム
の
酒
井
透
監
督
は
、「
日
頃
、
駅
伝

チ
ー
ム
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
の
国
見
町
の
チ
ー
ム
は
、

中
高
生
と
一
般
は
20
代
の
若
手
か
ら
30
代
以
上
の
ベ
テ

ラ
ン
ま
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
チ
ー
ム
編
成
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
、
８
月
の
月
山
合
宿
、
記
録
会
、
各

種
大
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
選
手
の
走
力
強
化
を
図
っ

て
参
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
、
本
番
の
レ
ー
ス
に
照
準
を
合
わ
せ
て
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
選
手
全
員
が
１
秒
を
大
切
に
、

町
代
表
と
し
て
誇
り
を
胸
に
、
白
河
か
ら
福
島
ま
で
タ

ス
キ
を
つ
な
い
で
参
り
ま
す
。
特
に
、
次
世
代
を
担
う

中
高
生
が
ひ
た
む
き
に
走
る
姿
へ
暖
か
い
ご
声
援
を
い

た
だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
大

会
へ
の
意
気
込
み
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

区　間 選手名 所　属
監　督 酒井　　透 日本郵便㈱東北支社
コーチ 髙橋　豊光 ヤマショウ水産
コーチ 佐久間光雄 ㈱国見メディアデバイス
1区（4.0） 石川　　凛 県北中 3年
2区（8.2） 松浦　　輝 白石高 1年
3区（5.8） 松浦　貴昭 県北中 3年
4区（7.3） 佐藤　史宏 伊達地方衛生処理組合
5区（6.7） 佐藤　広章 聖光学院高 3年
6区（8.3） 佐藤　温史 国見町役場
7区（5.4） 桐澤　　楓 県北中 2年
8区（5.6） 鈴木　晴馬 県北中 2年
9区（2.8） 澁谷菜々子 県北中 2年
10区（9.2） 酒井　雄人 自衛隊福島
11区（3.9） 齋藤ありす 県北中 2年
12区（7.0） 石川　諒太 自衛隊福島
13区（4.8） 松浦　大己 保原高 2年
14区（5.7） 酒井　　透 日本郵便㈱東北支社
15区（3.4） 佐藤　里穂 県北中 2年
16区（8.4） 山田　哲也 自衛隊福島
補欠 武田　正人 正英興業
補欠 岩城　賢明 ㈱トスネット
補欠 佐藤　太一 県北中 2年
補欠 髙橋　健也 県北中 2年
補欠 鈴木　　悠 県北中 1年
補欠 松浦有里子 県北中 2年

●第 24回ふくしま駅伝区間エントリー●

※区間の後ろのカッコ書きは、距離

第 24 回ふくしま駅伝第 24 回ふくしま駅伝
町代表としての誇りを胸に！

11 月 18 日（日）白河～福島　96．5km

～国見町事務職員派遣終了～～国見町事務職員派遣終了～
ありがとうございました

　派遣職員として、町の復興のためご尽力いただ
いた田中良彦さんが 9月 30 日、佐藤力町長より退
職辞令の交付を受け任期を終えました。
　みなさんへ、メッセージをいただきましたので
ご紹介します。

▲派遣終了の辞令交付を受ける田中さん（写真左）

国見町事務職員派遣を終えて
　　　　　　　福岡県筑後市　　田中  良彦

　７月から９月まで国見町職員として、国見
町の復興のお手伝いをさせて頂きました。見
知らぬ土地での仕事で、不安でしたが、職員
の方をはじめ、町の方々には、大変お世話に
なりました。
　大震災から１年半が過ぎましたが、まだま
だ以前の生活には、戻れていませんし、風評
被害など生活に影響があることもあると思い
ます。
　今からが、復旧復興及び風評被害の払拭な
ど、町民の方々が大震災以前の生活を取り戻
す道のり、大変だと思いますが、今後も遠く
九州からですが応援していきたいと思います。
　３ヵ月と短い間でしたが、本当にお世話に
なりました、ありがとうございました。

国見町事務職員派遣を終えて
　　　　　　　福岡県筑後市　　田中  良彦

　７月から９月まで国見町職員として、国見
町の復興のお手伝いをさせて頂きました。見
知らぬ土地での仕事で、不安でしたが、職員
の方をはじめ、町の方々には、大変お世話に
なりました。
　大震災から１年半が過ぎましたが、まだま
だ以前の生活には、戻れていませんし、風評
被害など生活に影響があることもあると思い
ます。
　今からが、復旧復興及び風評被害の払拭な
ど、町民の方々が大震災以前の生活を取り戻
す道のり、大変だと思いますが、今後も遠く
九州からですが応援していきたいと思います。
　３ヵ月と短い間でしたが、本当にお世話に
なりました、ありがとうございました。

人
権
擁
護
委
員
へ
委
嘱
状

人
権
擁
護
委
員
へ
委
嘱
状

　

人
権
擁
護
委
員
へ
の
委
嘱
状
伝

達
式
が
10
月
12
日
行
わ
れ
、
２
名

の
方
に
田
畑
恵
一
福
島
地
方
法
務

局
長
よ
り
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
畑
善
徳

氏
（
本
町
）
は
、
平
成
21
年
10
月

よ
り
委
嘱
を
受
け
今
回
２
期
目
の

委
嘱
と
な
り
ま
す
。阿
部
博
氏（
大

木
戸
）
は
、志
村
裕
美
氏
（
高
城
）

の
後
任
と
し
て
新
た
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
10
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年

間
と
な
り
ま
す
。　

◇国見町長賞
　　税納め　笑顔で輝く　まちづくり
　　　　　　　　　　　　田島亜美（国見小６年）
　　税金を　納めて安心　未来の私
　　　　　　　　　　　　宍戸　心（国見小６年）
　　税金は　町の未来を　支えます　
　　　　　　　　　　　　宍戸真琴（県北中２年）
◇国見町教育長賞
　　税金で　成り立つぼくらの　よいくらし
　　　　　　　　　　　　霜山雅斗（国見小６年）
　　納税で　暮らし安心　未来の私　
　　　　　　　　　　　　佐藤淳哉（国見小６年）
　　町のため　納めて託して　笑顔の生活
　　　　　　　　　　　　武田佳奈実（県北中２年）

▲委嘱状の伝達を受けた畑善徳さん（写真
左）と阿部博さん（写真右）
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放送局：ふくしまＦＭ　81.8MHz
番組では、皆さんからの情報をお待ちしています。
◆問い合わせ　産業振興課　☎５８５－２９８６

　社員、従業員、パート、アルバイトなどの
労働者を一人でも雇っている事業主は、労働
保険（労災保険・雇用保険）に加入する義務
があります。
　詳しくは、福島労働局総務部労働保険徴収
室（☎ 024-536-4607）又は最寄りの労働基準
監督署、公共職業安定所（ハローワーク）に
お尋ねください。

事業主の皆さん、労働保険の加入手続きはお
済みですか。
11 月は「労働保険適用促進強化月間」です。
　社員、従業員、パート、アルバイトなどの
労働者を一人でも雇っている事業主は、労働
保険（労災保険・雇用保険）に加入する義務
があります。
　詳しくは、福島労働局総務部労働保険徴収
室（☎ 024-536-4607）又は最寄りの労働基準
監督署、公共職業安定所（ハローワーク）に
お尋ねください。

事業主の皆さん、労働保険の加入手続きはお
済みですか。
11 月は「労働保険適用促進強化月間」です。

　イキイキ子育てクラブでは 10 月 24 日、3Ｂ体操を
藤田保育所で行いました。参加した子どもたちは、元
気よく3つの道具を使いながら楽しんで体操しました。

スティバル」が 10 月 26 日、観月台文化センターで開
かれました。第 1部「ウォーミングアップ」では、音楽
に合わせて体を動かしたり、手遊びを楽しみました。第
2部の「にんじゃのしゅぎょう」では、4グループにわ
かれて「岩・山・なわ・マット」の 4つのエリアをロー
テ－ションで体験しました。子どもたちは元気に交流し、
子ども同士でのかかわりを深めました。

幼稚園・保育所の子どもたちが
交流

キッズフェスティバルキッズフェスティバル
元気に 3Ｂ体操！
イキイキ子育てクラブイキイキ子育てクラブ

「にんじゃのしゅぎょう」岩エリア「にんじゃのしゅぎょう」岩エリア

平成 25 年 4 月から
の幼稚園統合に向
けて、町内の幼稚
園・保育所の子ど
もたちが一緒に交
流する「キッズフェ 性暴力等被害者支援セミナー　～大切なあなたを支えるために～

◆日時　11 月 17 日 ( 土 ) 午後 1時 30 分～午後 4時
◆場所　福島県文化センター　小ホール
◆講師　中島幸子氏　「性暴力　その後を生きる」
◆主催　( 公社 ) ふくしま被害者支援センター・福島県警察
　※入場無料　

犯罪被害者週間
～ 11 月 2 5 日～ 1 2 月 1 日までの 1 週間～

　この週間は内閣府が主催するもので、犯罪被害者やこの家族・ご遺族等の現状や被害者支援の必要
性などについて、国民の皆様の理解を深める事を目的に、平成 18 年から、毎年全国一斉に実施されて
いるものです。この週間を機に、みなさんのご家庭で「命の大切さ」や「被害者等の立場」などにつ
いて話し合ってみましょう。

被害者に優しい「ふくしまの風」運動
【運動の趣旨】
　私たち誰しもが、いつ遭遇するかわからない犯罪や事故を無くすため、地域全体で犯罪被害者を支え、
地域が一体となって犯罪と対決することが大切です。
　そのため、不幸にして犯罪の被害者となられた方々の苦しみ・悲しみを理解し、被害者に優しい風 ( 支
援の気運 ) を県内くまなく吹かせ、犯罪や事故ない安全で安心なふくしまを築こうとする運動です。

被害者等支援推進月間 ( 1 1 月中 )　
　福島警察では、「犯罪被害者週間」にあわせて、11 月を「被害者等支援推進月間」と定め、被害者
等に優しい地域づくり・人づくりに向けた気運の醸成を図るため、実質的支援活動や広報・啓発活動
を集中的に実施することとしております。
この月間に合わせて次のイベントの開催を予定しておりますので、しておりますので、より多くの方
にご参加いただきますようお願いいたします。

　県北中学校の柏葉祭が 10 月 23 日、「Impossible 
is nothing ～さらなる高みへ～」をスローガンに開
かれました。生徒たちは第 1部の合唱コンクール、
第 2部のステージ発表、第 3部の柏葉オリンピック
と自分達で企画した文化祭を楽しみました。

さらなる高みをめざして
県北中　柏葉祭県北中　柏葉祭

伊達支部中体連新人戦結果（9月 26、27 日）
野球　第 3位
バレーボール（男子）　優勝
バレーボール（女子）　第 3位
バスケットボール（男子）優勝
ソフトテニス（男子）団体　第 2位
　　　　　　個人　優　勝　稲村瑛仁・寺島一輝
　　　　　　　　　第 3位　佐藤竜介・鈴木将虎
ソフトテニス（女子）団体　優　勝
　　　　　　個人　優　勝　岡田結愛・佐藤未来
柔道（男子）団体　優勝
　　　　　　個人　55kg 級　第 2位　市川隼人
　　　　　　　　　55kg 級　第 3位　佐藤輝一
　　　　　                 73kg 級　優　勝　神田尚紀
　　　　　　　　　73kg 級　第 2位　木﨑良太
柔道（女子）個人　体重別  　第 2位　國分陽生
剣道（男子）団体　第 2位
　　　　　　個人　第 2位　佐藤瞬太
剣道（女子）団体　優　勝
　　　　　　個人　優　勝　佐藤里穂
　　　　　　　　　第 3位　松浦麗奈
卓球（男子）団体　第 2位
　　　　　　個人　ダブルス    第 2 位　菊地　伶・櫻井駿太
卓球（女子）団体　優　勝
　　　　　　個人　シングルス    第 3 位　佐藤ひなた
　　　　　　　　　ダブルス    優　勝　井上香菜・木村凪那

県中生  大
活躍！

県中生  大
活躍！

◆日時　11月 23 日（金）春日神社
◆お祓い　　神社
　　　　　　午前 9時 30 分～ 9時 50 分
◆式　典　　神社
　　　　　　午前 10 時～ 10 時 30 分
◆神楽奉納　神楽殿
　　　　　　午前 10 時 30 分～ 11 時 20 分
◆祝賀会　　鳥取防災センター
　　　　　　午前 11 時 40 分

太々神楽保存会結成 30周年記念事業
内谷春日神社

　藤田幼稚園では 10 月 18 日、交通安全教室を行い
ました。藤田駐在所班長の小野寺さんから交通ルー
ルを教わった後、実際に道路を歩いて、信号機のあ
る横断歩道の渡り方などを学びました。

交通ルールを守ります交通ルールを守ります
藤田幼稚園で交通安全教室藤田幼稚園で交通安全教室

　明治 15 年に初奉納して以来、130 年の歴史
と伝統を誇る、国見町無形民俗文化財「内谷太々
神楽」が、昭和 57 年 1月に保存会結成以来 30
年という節目の年を迎えました。
　保存会結成 30周年を祝い記念式典・神楽奉納
を開催いたしますので、ぜひお越しださい。

「にんじゃのしゅぎょう」なわエリア
「にんじゃのしゅぎょう」なわエリア

福島県警からのお知らせ福島県警からのお知らせ
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大規模な災害の発生に備えて
国見町防災訓練（情報伝達訓練）

　大規模な災害の発生に備え、迅速で的確な情報伝達
と町民の皆さんの防災意識の高まりを図ることを目的
とした町防災訓練（情報伝達訓練）が 10 月 21 日、防
災行政無線（デジタル同報系）を活用して行われました。
　訓練は、震度 7の地震が発生したのを想定し、午前
8時 00 分に各地区中央集会所に設置している屋外拡声
子局（スピーカー）と各世帯に設置している戸別受信
機から訓練放送として避難勧告を行い、町内会（自主
防災会）では、一時避難場所までの避難訓練を行いま
した。

食の安心安全の知識を高める
小泉武夫氏講演会

　町では、町内で生産された全ての米を対象に放射性
セシウム濃度を検査する「全量全袋検査」を 9月 25 日
から実施しています。
　平成 24 年産米からは、放射性セシウム濃度の基準値
が 1キログラム当たり 100 ベクレルと厳しくなりまし
た。消費者に安全な米を届けることは産地の責任であ
り、県産米に対する信頼を回復する上で不可欠です。
　なお、当町での測定結果については、災害（復興）
情報等でお知らせしているとおり、10 月 31 日現在基
準値を超える数値は検出されていません。

　食の安全・安心に関する講演会が 10 月 24 日、観月
台文化センターで開かれました。
　今回は、「食の安心と安全～放射能対策を含めて～」
と題して、健康と食生活について東京農業大学名誉教
授の小泉武夫氏に講演していただきました。
　野菜を中心とした和食の大切さや、発酵食品と免疫
力の関係など、日頃の食生活について考え直す良い機
会となりました。
　多くの皆様のご参加、ありがとうございました。

消費者に安全な米を提供します
米の全量全袋検査実施

　町内会（自主防災会）によっては、この機会を利用し、
独自の防災訓練を実施しました。貝田町内会では 55 世
帯 103 人が参加し、伊達地方消防組合消防本部中央消
防署西分署による負傷者の救出救護訓練（仮担架作り
方、けがの処置の仕方）、救命講習、消火器訓練や、消
防団による消火訓練、婦人会による炊き出し訓練など
が行われ、参加者は万が一の事態に備えて真剣に訓練
に参加していました。　

みんなで小坂地区を盛り上げます
小坂大運動会

　毎年恒例の小坂大運動会が10月7日、旧小坂小学校校庭で
開かれました。昨年までは小坂小学校運動会と合同で開催
していましたが、今年からは今春の小学校統合に伴い、地
区住民による開催となりました。
　運動会には、園児から大人まで約200人が参加し、早朝の
雨の影響でグランドがぬかるむ中、リレーや綱引きなどの
競技を町内会対抗で繰り広げました。
　参加者は、一緒に力を合わせて競技することで地域の絆を深
め合い、みんなで小坂地区を盛り上げていました。　

県文学賞正賞を受賞
内池和子さん

　県内の文芸愛好者の創作活動に光を当て評価する第
65 回県文学賞「詩部門」で内池和子さん（山崎沢田）
が本県文学界最高の栄誉とされる正賞を受賞しました。
　今年 6月に出版した詩集「漂流する秋」が高く評価
され受賞となりました。受賞作には鎮魂の思い、地域
や家族の未来を心配する気持ちを込めています。
　内池さんは「友達の薦めやご助力で詩集を出すこと
ができました。思いがけず賞を受賞できたことに感謝
しています。」と喜びを語ってくださいました。

観衆を魅了！四町若連の山車
鹿島神社例大祭

　町を代表する祭礼の鹿島神社例大祭が 10 月 25 日か
ら 27 日までの 3日間行われました。
　今年は天候にも恵まれ、多くの人が太鼓や笛の音が
鳴り響く中、四町若連による山車のもみ合いを見たり、
出店を巡ったりしてにぎわいました。

まちのわだいまちのわだい

受賞作となった詩集　
　「漂流する秋」
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素晴らしい自然に感動
佐久間川で鮭が遡上

　町内の南部を流れる佐久間川では、今年も鮭が遡上していま
す。10月上旬から西根堰との合流基点の浅瀬でよく見られ
るようになりました。
　鮭は水しぶきをあげて力強くとび跳ねたりしながら、上
流目指して川を泳いでいました。
　地元の方たちは、遡上する鮭を温かなまなざしで見守り
ながら、「昨年も多かったが、今年も遡上数が多い。放射
線の影響で河口付近で捕獲制限しているためではないか」
と話してくださいました。
　　

味わい深い作品を展示
大地の恵み館で秋景展

　くにみ浪漫大地の恵み館では、木工とミニチュア古
民家、つる細工を集めた「秋景展」が 10 月 5 日から
22 日まで開かれました。
　館内には、三春町の木工作家斎藤昭蔵さんの木工作
品約 60 点、町内でふるさと工房を運営する井上秋月さ
んのかやぶきの民家を再現したミニュチア古民家、町
内の篭曼工房の大塚和男さんとその教室生、大地の恵
み館の会員らが制作したつる細工が展示されました。
　展示された皆味わいのある作品は、訪れた人々の目
を楽しませていました。

全日本ゲートボー
ル選手権出場

髙橋やゑ子さん

　10 月 27 日～ 28 日かけて福岡市
で開催された第 28 回全日本ゲート
ボール選手権大会に、町ゲートボー
ル協会所属の髙橋やゑ子さん（山崎
北）が出場しました。
　高橋さんは、県代表として伊達市
梁川町を中心に活動する「サンタッ
チ」チームの一員として出場しまし
た。出場にあたり、町と町体育協会
より激励金が交付されました。

まちのわだいまちのわだい

　10 月 27 日に鹿児島県で開かれた
第 65 回全日本合唱コンクール全国
大会に、橘高校 3 年の松浦あづさ
さん（写真右）と同じく 2 年の佐
久間梨奈さん（写真左）が出場しま
した。
　出場にあたり、町青少年健全育成
町民会議より奨励金が交付されまし
た。　

快適で住みよい町づくりのために
不法投棄ごみ撤去作業

　生活環境推進員と町商工会関係団体による不法投棄
ゴミの撤去作業が 10 月 24 日、小坂峠や阿津賀志山な
どで実施されました。
　この活動は、快適で住みよい町づくりのため、山間
部や休憩所等に不法に投棄されたごみの撤去作業を実
施するもので、今年は 43名が参加しました。
　参加者は、無くならない不法投棄ごみに残念な表情
をしながらも懸命に撤去作業に励みました。
　この日は、昨年より多い 1,350kg のごみを回収しま
した。

感謝の気持ちを込めて
シルバー人材センター会員が奉仕作業

　国見町シルバー人材センター（菅野善一郎理事長）
では 10 月 13 日、藤田駅前町道の除草作業や清掃の奉
仕活動を行いました。
　10 月 15 日のシルバーの日に合わせて毎年この時期
に実施しており、この日は会員 38 名が参加しました。
　参加した会員は、日頃お世話になっている町の施設
への感謝の気持ちを込めて、よく慣れた手つきで抜き
取った雑草を次々と袋に入れ、軽トラックに積み込む
など手際よく作業を進めていました。

くにみ幼稚園開園に向けて
入園児募集地区説明会

　町交通安全母の会（佐藤京子会長）は 10 月 25 日に
森江野幼稚園、森江野季節保育所、29 日に藤田幼稚園、
藤田保育所で交通安全教室を開きました。
　教室では、青は進む、赤は止まれなど信号の確認や、
信号の歌を歌ったり、横断歩道の渡り方を教わったり
して交通安全対策の推進を図りました。
　子どもたちは、真剣に話を聞いた後、実技をして交
通ルールを確認することができました。

　町内の 2つの幼稚園を統合し、平成 25 年 4 月より
開園する「くにみ幼稚園」の入園児募集地区説明会が、
10 月 25 日に小坂・藤田地区、29 日に森江野・大木戸・
大枝地区を対象に開かれました。
　入園児募集期間（11 月 1 日～ 14 日）に合わせて開
催され、3年保育の推進、預かり保育の時間延長、子
ども達が伸び伸びと活動できる園舎・園庭の整備など
について説明がありました。会場には多くの保護者が
集まり、新しく開園するくにみ幼稚園について情報を
得ようと、真剣に説明を聞いたり、質問をしていました。

幼児の安全のために
交通安全母の会が幼児交通安全教室開催

全日本合唱コンクール出場

佐藤礼菜さん
松浦あずささん
佐久間梨奈さん

　9月 28 日に郡山市で開かれた
第 64 回全日本合唱コンクール東
北支部大会に、福島東高校 3 年
の佐藤礼菜さん（写真左）が出
場しました。
　出場にあたり、町青少年健全
育成町民会議より奨励金が交付
されました。　
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＊＊＊　ニコニコ相談会　＊＊＊
対　象　者 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者 1月 16 日（水） 　午前 10 時～

　　　　　午前 11 時 30 分
子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585 - 2374）に電話でお申し込みください。

＊＊＊　乳　児　健　診　＊＊＊
該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

・3か月児（平成 24 年   9 月生まれ）
・9か月児（平成 24 年   3 月生まれ） 1月 31 日（木） 　午後 1時 15 分～

　　　　　　午後 1時 45 分
観月台文化センター

第 1和室

【健診内容】　医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

保健福祉課　保健係　☎ 585--2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

インフルエンザインフルエンザを
　予防しよう ! !
　インフルエンザを「たかが風邪の一種」と考えていませんか？
高齢者が感染すると、持病を悪化させたり合併症を引き起こし、
重症化しやすくなったりするので注意が必要です。

　麻しん風しん混合予防接種はお済ですか。
予防接種施行令の一部が改正され、平成 20 年度から 5年間に限り、第３期（中学 1年生に相当
する年齢の方）、第 4期（高校 3年生に相当する方）として麻しん風しん予防接種が定期予防接
種として追加されました。対象者の方には個別におたよりをお送りしましたが、まだ接種して
いない方は早めに受けられますようお勧めいたします。
※第 2期対象者（平成 18 年 4月 2日～平成 19 年 4月 1日生まれ）で、まだ接種されていない
方も早めに受けるようにしましょう。いずれも平成 25 年 3月 31 日を過ぎると定期接種対象外
となり接種費用が発生しますのでご注意ください。

麻しん風しん混合予防接種麻しん風しん混合予防接種を受けましょう !!を受けましょう !!

いのちを救ういのちを救う   愛の献血愛の献血にご協力を ! !
　11 月 20 日（火）は国見町の献血の日です。

場　　所 受付時間
伊達みらい農業協同組合　森江野支店前   9：00 ～ 11：15
（株）大岩マシナリー　国見事業所前 12：00～ 13：00
国見町観月台文化センター　駐車場 14：30～ 17：00

【1号車】

場　　所 受付時間
八巻石材工業（株）国見工場前   9：00 ～ 11：15
（株）大岩マシナリー　国見事業所前 12：00～ 13：00
（株）福梁製作所前 14：30～ 15：30
福島信用金庫　国見支店前 16：00～ 17：00

【2号車】

ガラスバッジの回収ガラスバッジの回収についてのお知らせ　
　ガラスバッジによる個人外部被ばく線量測定を行なっておりますが、2回目の回収について
お知らせいたします。申込者の皆様にはガラスバッジ送付時にお知らせを同封してありますの
で、再度、ご確認ください。

２回目の 回収日は 11月 30日（金）回収日は 11月 30日（金） です。
　ガラスバッジ送付時に同封した返
信用封筒で国見町役場へ郵送 (11 月
29 日午前中投函）、又は回収日の 8：
30 ～ 11：30 までに保健福祉課に
持参してください。

◆回収は、ガラスバッジのみです。
◆返信用封筒を紛失された場合は直接持参して頂くか、  
　自費で郵送してください。
◆学校での回収は行いません。保健福祉課まで届くよ
　う、　郵送又は持参してください。

※ 測定結果や結果報告の送付等に影響がでますので、必ず上記回収日に提出してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　  ◆問い合わせ　保健福祉課保健係　☎ 585-2783

　町では 65 歳以上の高齢者を対象に指定医療機関において、インフルエンザ予防接種（実費 4,270
円）を自己負担 1,300 円で接種できます。インフルエンザ予防接種は、効果が現れるまで 2週間
程度かかり、効果は約５ヶ月持続します。実施期間は 12 月 31 日までですので、早めに接種して、
インフルエンザを予防しましょう。

　インフルエンザウィルスは湿度に弱いので、室内では適度の湿度を保つようにし、また、外出
時のマスクの着用や帰宅時のうがい、手洗いが大切です。そして予防の基本は、流行前に予防接
種を受けることです。

　平成 24 年 11 月より、従来の三種混合ワクチン（百日せき、ジフテリア、破傷風）に不活化ポ
リオワクチンを加えた、四種混合ワクチンの接種が開始されます。
　三種混合ワクチンと不活化ポリオワクチンのどちらも未接種の方は、四種混合ワクチンを受け
るようにしましょう。

四種混合ワクチン四種混合ワクチンのお知らせ

【対象者】【対象者】
　生後 3か月から 7歳 6 か月未満の方で三種混合ワ
クチン・不活化ポリオワクチンいずれも未接種の方
【接種回数と接種間隔】【接種回数と接種間隔】
　4回（初回 3回、追加 1回）初回接種として 20 日
から 56 日までの間隔をおいて 3回、追加接種として
初回接種から 12 か月から 18 か月後（最低 6か月後）
に 1回、合計 4回の接種が必要です。
【接種方法】【接種方法】
　県内の医療機関（主に小児科）で個別接種

※原則として、四種混合ワクチ
ンと三種混合ワクチン（及び不
活化ポリオワクチン）の併用は
しないこととされています。
　そのため、すでに三種混合ワ
クチン又は不活化ポリオワクチ
ンのどちらかを 1 回以上受けら
れた方は、四種混合ワクチンは
接種せず、三種混合ワクチンと
不活化ポリオワクチンを規定回
数接種することとなります。
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募
集

　

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
資
格　

15
歳
以
上
17
歳

未
満

▼
募
集
期
間　

平
成
24
年
11
月

１
日
〜
平
成
25
年
１
月
７
日

▼
試
験
日　

平
成
25
年
１
月
19
日

◆
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
福
島
募
集
案
内
所　

☎
５
４
５
―
７
９
９
５

人
権
相
談
所
を
開
設

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
ら
れ
た
12
月
10
日
を
最

終
日
と
す
る
１
週
間
（
12
月
４

日
〜
10
日
）
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
人
権
思
想
の
普
及
な

ど
の
た
め
に
啓
発
活
動
や
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

国
見
町
で
は
、
学
校
で
の
い

じ
め
問
題
や
高
齢
者
・
子
ど
も

の
虐
待
な
ど
人
権
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
人
権
擁
護
委

員
が
応
じ
る
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
今
回
は
、
行
政
相
談
員

の
羽
根
田
ヒ
サ
さ
ん
が
、
役
所

（
国
・
県
・
町
）
の
仕
事
に
関

し
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
要

望
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る
行
政

相
談
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
４
日
（
火
）　

午
前
９
時
〜
12
時

▼
場
所　

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー　

第
１
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
―
２
７
９
３

聴
覚
障
が
い
者
の
た
め

の
巡
回
相
談
会

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
、

家
族
、
雇
用
主
、
支
援
者
な
ど

聴
覚
障
が
い
者
に
関
わ
る
人
全

て
を
対
象
と
し
た
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
生
活
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、
将
来
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

相
談
に
は
、
日
本
聴
覚
障
害

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
の

社
会
福
祉
士
、
言
語
聴
覚
士
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
日
時　

11
月
16
日
（
金
）、

12
月
４
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

▼
場
所　

福
島
市
役
所
障
が
い

福
祉
課

◆
問
い
合
わ
せ　

東
日
本
大
震
災
聴
覚
障
害
者
救

援
福
島
県
本
部
（（
社
）
福
島

県
聴
覚
障
害
者
協
会
内
）

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

５
２
２
―
０
６
８
１

くらしのくらしの
情　報情　報

農業委員会　総会の日程
　
　町農業委員会の総会では、農地の貸借や売買、転用、
農業行政への建議等を審議します。
　総会は公開です。傍聴を希望される方は、開会時間ま
でにおいでください。　
　　・日時   11 月 20 日（火）　午後 1時 30 分
　　・日時   12 月 20 日（木）　午後 1時 30 分
　　・場所　観月台文化センター　大研修室
　　◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 585-2890  

今月の今月の

固定資産税（第 3期）
国民健康保険税（第 5期）
後期高齢者医療保険料（第4期）
介護保険料（第 5期）
納期限は…

11 月 30 日（金）です。

納　税納　税

募　
　

集

募　
　

集

【心配ごと相談】
 ・開催日及び相談員
  13 日（木）斎藤　洋子さん
   　               木村　正義さん　
  20 日（木）村木　幹雄さん
   　　　　　 松浦　光子さん
 ・場所　観月台文化センター
 　　　　第 2和室
 ・時間　午前 9時～正午

【障がい者相談】
 ・開催日　18日（火）
 ・場所　観月台文化センター
 　　　   保健指導室
 ・時間　午前 10時～午後 4時
 ・相談事業受託者
    特定非営利法人福島・伊達
    精神障害者福祉会 「ひびき
    の会」

戸 籍 の 窓 口
9月 21 日～ 10 月 20 日受付分

●結婚おめでとう●
　大波　大楠さん
　黒澤　淳美さん

　黒田　成嗣さん　
　佐藤　美咲さん　 　

　加藤　拓也さん　
　佐 　美希さん

●誕生おめでとう●
　
　八巻　　駿

しゅん
ちゃん（徳江北）

　　　洋さん　沙織さん

　佐藤　孝
こうすけ

亮ちゃん（山崎耕谷）
　　　孝法さん　真弓さん

●おくやみ申し上げます●
　彦坂　勝利さん　68（大木戸）
　佐藤　芳夫さん　78（第 2）
　花輪　忠一さん　75（錦町）
　佐藤　一夫さん　84（宮東）
　齋藤勇五郎さん　79（石母田西）
　熊坂吉兵衛さん　83（内谷東）
　若林　利子さん　69（泉田中）
　佐藤　サタさん　94（山崎舘）
　鈴木　紘治さん　71（宮東）
　松浦　キミさん　90（築舘）　　

　
　　平成 24 年 9月 30 日現在
　　　人口　　10,123 人（△ 21）
　　　男　　　  4,874 人（△ 9）
　　　女　　  　5,249 人（△ 12 ）
　　　世帯　  　3,337 世帯（△ 2）
    ※ 広報くにみでは住民基本台帳人口を
         掲載しています。

人口と世帯

（第 9）

（泉田下）

12
月
の
相
談
会

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事

務
所
・
事
業
所
を
設
け
、
物
品

販
売
業
や
不
動
産
貸
付
業
な

ど
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る

事
業
を
行
う
個
人
の
方
に
納
め

て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

　

課
税
対
象
と
な
る
方
に
は
、
県

北
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
８

月
に
第
１
期
分
の
納
税
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
し
た
が
、
税
額
が

１
万
円
を
超
え
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
11
月
中
旬
頃
に
第
２

期
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
納
期
限
の
11
月
30
日

ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
事
業
税
に
つ
い
て

は
、
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら

自
動
的
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
の

― お 詫 び ―
　10 月号でお知らせしました次の記事につい
て誤りがありました。深くお詫びして訂正いた
します。
 ・5 ページ平成 23 年度水道事業会計決算　　
　当期純利益
　　【誤】空欄　　【正】2,074 万 6千円
 ・13ページ平成 25年度入園 ( 所 ) 児募集の表
　保育料の欄（減免についての記述）
　　【誤】第 2子のお父さんの保育料が半額
　　【正】第 2子のお子さんの保育料が半額

　
　　

で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県
税
部

・
個
人
事
業
税　

課
税
第
一
課

☎
５
２
３
―
４
６
９
８

・
口
座
振
替
制
度　

納
税
課

☎
５
２
３
―
３
５
９
４

ふ
く
し
ま
障
害
者
就
職

面
接
会
の
開
催

　

就
職
を
希
望
し
て
い
る
障
害

者
の
皆
さ
ん
。
障
害
者
求
人
を

提
出
し
て
い
る
企
業
の
採
用
担

当
者
と
面
談
を
行
う
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。
直
接
お
話

し
で
き
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
14
日
（
金
）
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

（
福
島
市
三
河
南
町
１
―
20
）

▼
参
加
企
業　

20
社
予
定

◆
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島

☎
５
３
４
―
４
１
２
４

第
26
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

地
域
住
民
の
皆
様
に
向
け
て

『
元
気
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し

ま
す
。
申
込
不
要
・
無
料
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
下
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
22
日
（
木
）
午

後
４
時
〜

▼
場
所　

総
合
受
付
前
ホ
ー

ル
・
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

▼
演
題　

口
腔
内
細
菌
と
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
〜
あ
な
た
の
お
口

の
お
手
入
れ
は
？
〜

▼
講
師　

公
立
藤
田
総
合
病
院

歯
科
医
師　

濱
田
芳
隆　

氏

◆
問
い
合
わ
せ

公
立
藤
田
総
合
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
５
８
５
―
２
１
２
１

多
重
債
務
者
相
談
窓
口

の
ご
案
内

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
借

金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
々
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借

金
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

解
決
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。　

▼
受
付
時
間　

平
日　

午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

☎
５
３
５
―
０
３
０
３

おお  

知知  

らら  

せせ

（藤田宮前）

　掲載を希望されない方は、届出の
際にお申し出ください。
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行事のお知らせ行事のお知らせ
≪ 11 月≫
  7 日 ( 水 ) くにみ女性教室「桃の郷唄・ピーチダンス」
10 日 ( 土 ) 子ども将棋教室⑤
　　　　　子ども和楽器体験教室④
11 日 ( 日 ) 家族の週間（～ 24 日）
12 日 ( 月 ) 子ども移動図書館（国見小 1年生）
14 日 ( 水 ) くにみ女性教室「短歌教室」
15 日 ( 木 ) 子ども移動図書館（国見小 3年生）
16 日 ( 金 ) 成人学級「健康料理教室」
17 日 ( 土 ) 阿津賀志山防塁第 12 次調査現地説明会
　　　　　国見っ子わんぱく広場　
18 日 ( 日 )第 24 回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
　　　　　国見町ソフトボールスポーツ少年団駅伝競走大会
　　　　　家庭の日・家族の日
20 日 ( 火 ) 子ども移動図書館（国見小 2年生）
22 日 ( 木 ) 子ども移動図書館（国見小 1年生）
23 日 ( 金 )第 13 回国見町青少年健全育成推進町民大会
24 日 ( 土 ) 子ども和楽器体験教室⑤
27 日 ( 火 ) 子ども移動図書館（国見小 3年生）
29 日 ( 木 ) ブックスタート

≪ 12 月≫
  1 日 ( 土 ) こどもまつり
  2 日 ( 日 ) 伊達地方一周駅伝競走大会
　　　　　ふくしま駅伝報告会
  3 日 ( 月 ) 休館日
  6 日 ( 木 ) 阿津賀志学級「お話し会」
  8 日 ( 土 ) 文化財講演会
　　　　　『国史跡「阿津賀志山防塁」にせまる』
　　　　　文化財公開「奥山家住宅」
　　　　　子ども和楽器体験教室⑥
　　　　　子ども将棋教室⑥
11 日 ( 火 ) 子ども移動図書館（国見小 2年生）
13 日 ( 木 ) 子ども移動図書館（国見小 1年生）

　

９
月
１
日
か
ら
４
回
に
わ
た

り
町
民
講
座
「
初
心
者
向
け
陶

芸
教
室
」
を
忘
山
庵
（
徳
江
）

で
開
催
し
ま
し
た
。
受
講
者
12

名
は
、
氏
家
博
昭
先
生
の
指
導

を
受
け
、
ひ
も
作
り
で
茶
碗
と

湯
呑
、
た
た
ら
作
り
で
皿
な
ど

５
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
釉
薬

掛
け
は
、
白
萩
、
な
ま
こ
、
り

ん
ご
灰
の
３
色
を
使
い
、
先
生

か
ら
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
自

ら
薬
掛
け
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
回
で
は
、出
来
上
が
っ

た
作
品
を
お
互
い
に
鑑
賞
し
て
、

感
想
を
出
し
合
い
ま
し
た
。　

　

先
生
の
講
評
で
は
、
薬
の
掛

け
方
、
窯
の
焼
き
方
で
器
の
出

阿
津
賀
志
学
級

寿
祝
敬
老
会

　

阿
津
賀
志
学
級
で
は
、
寿
祝

敬
老
会
を
10
月
11
日
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催

し
、
90
名
を
越
え
る
学
級
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
力
町
長
の
挨
拶
の
後
、

中
村
洋
平
学
級
委
員
長
か
ら
、

卒
寿
１
名
、
米
寿
４
名
、
喜
寿

８
名
、
古
希
１
名
に
賀
詞
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
佐
久
間
恭
子
さ
ん
か
ら
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
会
は
盛
会
の
内

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
出
席
し
た
受

賞
者
・
学
級
生
が
共
に
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
の
受
賞
者
は
次
の
通

り
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

土
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
、

自
分
だ
け
の
「
器
」
を
作
る

る
こ
と
や
子
ど
も
の
願
い
を
受

け
止
め
言
葉
に
し
て
繋
げ
て
あ

げ
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
話
の
一
言
一
言
に
頷
き
な
が

ら
熱
心
に
聞
き
入
る
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

来
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
や
作

品
を
長
持
ち
さ
せ
る
方
法
を
伺

い
ま
し
た
。
受
講
者
か
ら
は
、

先
生
へ
の
感
謝
の
言
葉
と
併
せ

て
次
回
も
参
加
し
た
い
と
の
声

も
聞
か
れ
、
２
つ
と
な
い
自
分

の
作
品
に
満
足
し
て
大
変
有
意

義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

読
書
の
よ
ろ
こ
び
を
！

　
「
本
の
基
本
と
選
び
方
講
座
」

を
10
月
２
日
、
10
日
の
２
回
に

わ
た
り
、
福
島
県
立
図
書
館
、

企
画
管
理
部
、
児
童
資
料
チ
ー

ム
よ
り
専
門
司
書
を
講
師
に
招

き
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
、
図
書
の
選
び
方

を
テ
ー
マ
に
、
読
書
の
魅
力
や

必
要
性
と
効
用
、
図
書
室
の
楽

し
み
方
に
つ
い
て
、
２
回
目
は

子
ど
も
と
読
書
を
テ
ー
マ
に
「
読

み
聞
か
せ
」
や
「
読
書
」
の
重
要

性
と
効
果
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
の
「
メ
デ
ィ
ア
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
情
報

入
手
の
選
択
肢
は
広
が
っ
て
い

ま
す
が
、
確
実
な
情
報
を
得
る

時
は
、
必
ず
図
書
に
行
き
つ
き

ま
す
。読
書
は
心
の
栄
養
で
す
。

読
む
力
は
人
生
を
よ
り
深
く
生

き
る
力
と
な
り
ま
す
。」
な
ど

の
講
話
に
、
13
名
の
受
講
生
は

読
書
の
奥
深
さ
を
熱
心
に
学
習

し
て
い
ま
し
た
。

平成 25年平成 25年        国見町成人式国見町成人式
【期　日】　平成 25 年 1月 13 日（日）
【日　程】　受付　午後 0時 30 分～
　　　　　式典　午後 1時 30 分～
　記念パーティ　午後 2時 40 分～ 3時 30 分
【場　所】　国見町観月台文化センター
【対象者】　平成 4年 4月 2日から平成 5年 4月
　1日までに生まれた町内在住者
　※町外在住の方で出席を希望される方                    
　は、お申込みください。
【問い合わせ】生涯学習課　☎ 585-2676

◎日　時　11 月 23 日（金・祝）午後１時～ 3時
◎場　所　観月台文化センター　大研修室
■表　彰
　◇国見町青少年育成町民会議表彰
　◇「家庭の日」作品コンクール表彰　　　　
■活動発表　『全国赤十字大会　ボランティア
　　　　　　活動発表報告』県北中学校生徒会
■作文発表　『家庭の日』作品コンクール優秀作文
■大会宣言　
■大会記念講演　～大人への応援講座～
　◇講師　中鉢　博之　氏
　　・ＮＰＯビーンズふくしま事務局長
○主催　国見町青少年健全育成町民会議
○共催　国見町、国見町教育委員会、国見町社会
　　　　福祉協議会、福島県青少年育成県民会議
◆問い合わせ　生涯学習課　☎ 585-2676

第 13回国見町青少年健全育成推進町民大会第 13回国見町青少年健全育成推進町民大会

　

平
成
24
年
度
家
庭
教
育
講
座

を
10
月
22
日
、
国
見
小
学
校
体

育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

講
座
は
来
年
度
就
学
す
る
児
童

の
保
護
者
に
対
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
子
育
て
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。　

　

今
年
度
は
講
師
と
し
て
伊
達

市
心
の
電
話
相
談
員
佐
藤
米
子

先
生
（
元
大
木
戸
小
学
校
長
）

を
お
迎
え
し
「
お
母
さ
ん
は
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
う
ま
く
表
現
で
き
な

い
子
ど
も
の
気
持
ち
を
理
解
す

親
は
子
ど
も
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

安
全
で
楽
し
い
登
山
を

め
ざ
し
て 

〜
中
高
年
の

た
め
の
登
山
教
室
〜

◆ 12 月 2日 ( 日 ) 午前 9時 00 分
◆川俣町鶴沢公民館前スタート !!
　町内では「役場前 4号国道交差点手前」（国
見ガス前）に第 9中継所が設けられ、午前 10
時 59 分頃に先頭選手が通過する予定です。当
町チームも出場します。走路の確保と沿道から
温かいご声援をお願いします。

　

９
月
18
日
と
10
月
３
日
の
２

回
に
わ
た
り
、
山
に
関
す
る
著

書
多
数
の
奥
田
博
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
て
、
山
歩
き
の
正

し
い
知
識
を
学
ぼ
う
と
、
中
高

年
層
を
対
象
に
し
た
登
山
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
24
名
は
、
１
回
目
の

講
義
で
地
図
の
読
み
方
・
コ
ン

パ
ス
の
使
い
方
を
学
習
し
、
２

回
目
の
実
技
で
は
山
形
県
長
井

市
の
葉
山
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

登
山
は
白
兎
口
か
ら
尾
根
沿
い

に
山
頂
を
目
指
し
て
オ
ケ
サ
堀
登

山
道
を
下
る
も
の
で
、
実
際
に
コ

ン
パ
ス
を
片
手
に
取
っ
て
方
角
の

確
認
を
し
、
難
路
に
苦
し
み
な
が

ら
も
ブ
ナ
林
に
囲
ま
れ
た
先
人
の

足
跡
を
辿
り
ま
し
た
。

伊達地方一周駅伝競走大会伊達地方一周駅伝競走大会

賀詞受賞者の皆さん

真剣に陶芸に打ち込む受講者

熱心に学習する受講生

登山教室で知識を学んだ受講者

講話する佐藤米子先生

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
卒
寿
】　

富
野
マ
ス
ミ　

　

【
米
寿
】　

小
紫　

　

實　

           　

高
橋　

ツ
ギ

　
　
　
　

八
巻　
　

衛

　
　
　
　

倉
田　

ト
キ　
　

【
喜
寿
】　

佐
久
間
キ
ヨ
子　

　
　
　
　

大
勝
タ
カ
子 

       　
　

秦　
　

仲
子　

       　
　

五
十
嵐　

力

　
　
　
　

吉
田　

寿
子　

　
　
　
　

滝
川　

ヒ
ロ　

　
　
　
　

三
の
輪
久
美

　
　
　
　

佐
久
間
恭
子

【
古
希
】　

佐
藤　

艶
子　

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。




